
教育DXで目指す学習環境
2025年6月、文部科学省など4省庁から、新たな教育DXロードマップが公開されました。「誰一人取り残さ

れない、個別最適化された学び」を実現するために、2030年度に向けた具体的な取り組みを示しています。

MetaMoJiは、学習支援ソフト「MetaMoJi ClassRoom 3」に加えて、新たにドリルソフト「メタモジドリル」を

提供します。ツールやデータを最大限に活用し、学習者一人ひとりに最適な学習環境の提供を目指します。

新しいドリルの製品コンセプト
1. 個別最適な学習環境

・ 学習者一人ひとりに最適な出題（AIドリル）

・ 先生が画面越しに個別指導（リアルタイム巡視）

2. 先生の負担軽減

・ つまずいている子供を自動検出（つまずき検知）

・ 成績管理に加え解答履歴を表示（評価、見取り）

3. ツール連携とデータ活用

・ ノートや教材から問題呼び出し（出題リンク）

・ 学習履歴をグラフ表示、データ出力（ダッシュボード）

すぐに取り組める、やり残しや誤答が見える

ドリルソフトの在り方

タブレットPCの普及で使われ始め

たドリルソフトは、手書き解答、多様

な解答型式、個別最適な出題など、

時勢に合わせて進化してきました。

今後は、遠隔・オンライン教育での

巡視・指導や、学習指導要領コード

による連携、学習データの利活用

などが求められます。新しいドリル

へさらなる進化が必要です。

いつでもどこでも

すぐに取り組める

・朝学習

・授業中

前時の復習

本時の確認

・すきま時間

・休み時間

・放課後学習

・家庭学習

など

2026年4月以降順次提供

MetaMoJi ClassRoom 3 に

小学校用（抜粋版）無償添付
漢字・計算・情報ドリル

漢字・計算・
情報に対応
製品版では主要
5教科に対応

今やることを
一覧表示

成果が見える
やる気が出る

解答途中を
後から解ける 誤答がわかる

再挑戦できる

どんどん解ける
手書き解答



製品計画
３ステップで小学中学９年間のドリル提供を予定しています。

デジタル地方創生モデル仕様書（AIドリル）に応じた機能実装を目指します。

画面操作の流れ

Step1 小学校用（無償） Step2 小学校用 Step3 中学校用

提供時期 2026年4月以降順次提供
2027年4月発売予定
機能を2026年度順次提供

2028年発売予定

対象
小学校
漢字、計算、情報

小学校
国語、算数、理科、社会、外国語、情報

中学校
主要五教科、情報

提供方法
ClassRoom 3に無償添付
※学校毎に使用可否選択

ClassRoom 3とセット製品
ドリル単体製品

（同左）

機能

・共通ログイン
・先生が課題配布
・児童が問題選択
・自動採点、正誤履歴表示
・総ルビ表示選択
・出題リンク

・教科書準拠
・一人ひとりに最適な出題
・つまずき検出
・遠隔個別指導
・ダッシュボード
・学習指導要領コード対応

・教材連携拡充
・データ連携拡充
・問題作成

動作環境
MetaMoJi ClassRoom 3 に同じ。ただし画面サイズは1080✕768ピクセル以上

Chromebook、iPad、Windows それぞれ、最新の標準ブラウザで動作

企画・開発

株式会社MetaMoJi
〒106-0032 東京都港区六本木1-7-27 全特六本木ビルEAST４階

202603-MMJDR

製品情報・セミナー・お問い合わせ

製品情報・セミナー・お問い合わせ

リアルタイム学習支援サービス

MetaMoJi ClassRoom 3

※当資料の内容は2026年3月時点での予定であり、画面イメージや機能の提供時期を保証するものではございません。 予告なく調整・改善する可能性がございますが、ご了承ください。

小学校用無償メタモジドリルは
MetaMoJi ClassRoom 3 に
含んでサービス提供されます。

https://product.metamoji.com/classroom/
https://product.metamoji.com/classroom/
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